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不
同
沈
下
の
原
因
は
地
震
に
よ
る
も
の

と
主
張
す
る
Ｓ
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
対

し
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
建
築
主
夫
婦
が

損
害
賠
償
を
求
め
た
事
例
。 

（
建
物
概
要
）
一
戸
建
て
の
住
宅
、
木

造
軸
組
工
法
2
階
建
、
延
べ
面
積
約
133

㎡
、
平
成
14
年
8
月
4
日
完
成
引
渡
し
。 

原
告
ら
（
建
築
主
・
夫
婦
）
、
原
告
Ａ

（
建
築
主
・
夫
）
、
原
告
Ｂ
（
建
築
主
・

妻
）
、
被
告
（
Ｓ
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
）
。 

  

「
本
件
の
経
緯
（
認
定
事
実
）
」 

・
被
告
と
の
契
約
前
に
、
別
施
工
会
社
が

平
成
13
年
11
月
22
日
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
試
験
）
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
本
件

土
地
の
北
西
側
の
測
定
点
に
お
い
て
、

深
さ
0.25

m
～
5.75

m
ま
で
の
間
に
荷

重
0.5

kN
の
自
沈
層
及
び
荷
重
1

kN

の
自
沈
層
が
確
認
さ
れ
、
南
東
側
の
測

定
点
に
は
自
沈
層
（
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
に
お

い
て
、
ハ
ン
ド
ル
回
転
を
さ
せ
ず
、
載

荷
重
の
み
で
貫
入
し
て
い
く
軟
弱
地

層
）
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。 

・
被
告
は
同
年
同
月
、
第
１
回
目
の
Ｓ
Ｗ

Ｓ
試
験
を
実
施
し
、
地
盤
調
査
報
告
書

に
は
、
本
件
土
地
は
平
坦
化
地
に
属
し

て
お
り
、
建
築
地
が
盛
土
さ
れ
て
い
る

の
か
、
切
土
さ
れ
て
い
る
の
か
は
見
た

目
で
は
判
断
し
に
く
く
、
切
土
さ
れ
た

所
は
地
盤
が
強
く
、
盛
土
さ
れ
た
所
は

地
盤
が
弱
い
の
で
、
地
盤
の
強
さ
に
か

な
り
差
が
あ
る
旨
記
載
さ
れ
て
い
た
。

又
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
、
本
件
土
地

の
南
東
側
の
測
定
点
に
お
い
て
、
深
さ

0.5

m
に
荷
重
1

kN
の
自
沈
層
が
認

め
ら
れ
た
が
、
そ
の
他
の
測
定
点
に
お

い
て
自
沈
層
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。 

・
原
告
ら
は
本
件
契
約
の
締
結
前
に
、
別

施
工
会
社
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
を

含
む
敷
地
調
査
報
告
書
を
交
付
し
た

が
、
被
告
は
原
告
ら
に
対
し
、
第
１
回

目
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
に
間
違
い

は
な
く
、
本
件
土
地
の
地
盤
改
良
工
事

は
必
要
な
い
旨
回
答
し
た
。 

・
被
告
は
本
件
建
物
の
基
礎
の
設
計
に
当

た
り
、
造
成
前
後
の
年
代
に
お
け
る
国

土
地
理
院
の
各
地
図
の
重
ね
合
わ
せ

等
か
ら
、
本
件
土
地
は
平
坦
化
地
に
位

置
し
、
盛
土
地
に
は
位
置
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
切
土
地
と
推
測
し
た
こ
と
、

現
地
調
査
の
結
果
、
本
件
土
地
の
工
作

物
に
傾
斜
等
の
変
状
が
発
生
し
て
お

ら
ず
、
本
件
土
地
の
地
盤
に
有
害
な
地

盤
沈
下
等
の
地
盤
変
状
が
生
じ
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
、
被
告
の

第
１
回
目
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
、
本

件
土
地
は
い
ず
れ
の
測
定
点
か
ら
も

ほ
ぼ
均
一
で
硬
質
な
デ
ー
タ
を
得
た

こ
と
か
ら
、
本
件
土
地
は
切
盛
地
盤
で

は
な
い
と
判
断
し
、
地
盤
改
良
工
事
を

行
う
こ
と
な
く
布
基
礎
を
選
定
し
た
。 

・
本
件
建
物
の
引
渡
し
後
、
２
階
寝
室
・

キ
ッ
チ
ン
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
壁
ク
ロ

ス
、
リ
ビ
ン
グ
の
天
井
ク
ロ
ス
等
に
亀

裂
が
生
じ
た
た
め
、
原
告
ら
が
被
告
に

対
し
、
ク
ロ
ス
の
亀
裂
の
原
因
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
被
告
は
、
下
地
材
の
乾
燥

収
縮
や
ク
ロ
ス
の
厚
さ
に
起
因
す
る

こ
と
が
多
い
旨
説
明
し
た
。 

・
平
成
23
年
3
月
11
日
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
た
め
、
同
年
同
月
21

日
、
被
告
が
本
件
建
物
の
外
観
調
査
と

測
定
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
本
件
建

物
は
北
側
に
最
大
42

mm
傾
斜
し
、
不

同
沈
下
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

・
被
告
は
平
成
23
年
3
月
21
日
の
調
査

結
果
が
記
載
さ
れ
た
建
物
レ
ベ
ル
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易
測
定
報
告
書
及
び
第
１
回
目
の
Ｓ

Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
に
基
づ
い
て
再
判

定
し
た
地
盤
調
査
結
果
報
告
書
を
持

参
し
て
原
告
ら
宅
を
訪
れ
、
原
告
ら
に

対
し
、
被
告
の
第
１
回
目
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試

験
の
結
果
を
見
る
と
地
盤
は
悪
く
な

か
っ
た
た
め
、
標
準
の
基
礎
（
布
基
礎
）

を
施
工
し
た
、
本
件
建
物
は
北
側
に
42

mm
傾
い
て
お
り
、
5/1000
の
傾
斜
は
認
め

ら
れ
る
が
6/1000
を
超
え
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、
本
件
建
物
の
補
強
は
必
要
な

い
旨
説
明
し
た
。
尚
、
こ
の
地
盤
調
査

結
果
報
告
書
に
は
「
調
査
結
果
の
概

要
」
に
お
い
て
、
「
地
盤
調
査
デ
ー
タ

か
ら
め
り
込
み
型
沈
下
発
生
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

た
が
、
実
際
に
原
告
ら
に
交
付
さ
れ
た

地
盤
調
査
報
告
書
に
は
「
調
査
結
果
の

概
要
」
は
添
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

・
被
告
は
平
成
23
年
4
月
2
日
、
第
2

回
目
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
建
物
周
囲
の
各
所
に
お
い
て
、

深
さ
0.25

m
～
4.0

m
ま
で
の
間
に
荷

重
0.25

kN
、
0.5

kN
、
0.75

kN
、
1

kN
の

自
沈
層
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
現

地
踏
査
の
結
果
に
は
、
本
件
土
地
及
び

周
辺
状
況
と
し
て
、
切
盛
宅
地
で
あ
る

こ
と
、
本
件
建
物
の
基
礎
に
ひ
び
割
れ

が
あ
る
こ
と
、
テ
ラ
ス
と
基
礎
に
隙
間

が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
本
件
建
物
が
不

同
沈
下
し
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ

て
い
た
。 

・
被
告
は
同
年
同
月
11
日
、
原
告
ら
に
対

し
、
被
告
の
第
2
回
目
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験

の
結
果
に
つ
い
て
、
水
分
の
多
い
土
が

出
た
こ
と
、
液
状
化
が
原
因
で
本
件
建

物
が
傾
い
た
の
で
、
本
件
建
物
の
不
同

沈
下
は
本
件
保
証
基
準
の
適
用
の
対

象
外
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。 

・
そ
の
後
、
原
告
ら
と
被
告
ら
は
、
本
件

建
物
の
不
同
沈
下
の
原
因
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
い
、
同
年
5
月
2
日
、

被
告
は
原
告
ら
に
対
し
、
本
件
建
物
は

地
震
に
よ
る
液
状
化
現
象
な
ど
に
よ

り
不
同
沈
下
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、

天
災
等
の
不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
と

し
て
、
本
件
保
証
基
準
の
適
用
は
除
外

さ
れ
る
こ
と
、
本
件
建
物
の
不
同
沈
下

の
矯
正
方
法
は
ア
ン
ダ
ー
ピ
ニ
ン
グ

工
法
で
あ
り
、
工
事
金
額
は
1132
万
2000

円(

屋
外
給
排
水
工
事
、
外
構
工
事
、

内
装
修
繕
工
事
は
別
途)

で
あ
る
こ
と

が
記
載
さ
れ
た
矯
正
工
事
計
画
書
を

交
付
し
た
。 

・
本
件
建
物
の
不
同
沈
下
の
原
因
が
地
震

に
よ
る
液
状
化
で
あ
る
旨
の
説
明
に

納
得
し
な
か
っ
た
原
告
ら
は
、
同
年
6

月
、
Ｋ
社
に
本
件
土
地
の
地
盤
調
査
を

依
頼
す
る
と
と
も
に
、
筆
者
に
本
件
建

物
の
調
査
を
依
頼
し
た
。
Ｋ
社
の
Ｓ
Ｗ

Ｓ
試
験
の
結
果
、
本
件
土
地
の
北
西
側

の
測
定
点
に
お
い
て
、
深
さ
0.25

m
～

4.5

m
ま
で
の
間
に
荷
重
0.25

kN
、
0.5

kN
、
0.75

kN
、
1

kN
の
自
沈
層
が
そ
れ

ぞ
れ
確
認
さ
れ
た
。
又
、
本
件
土
地
の

南
東
側
の
測
定
点
に
お
い
て
、
深
さ
0.25

m
に
荷
重
0.05

kN
の
自
沈
層
が
確
認
さ

れ
た
。
筆
者
が
同
年
7
月
16
日
、
本

件
建
物
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
床

に
6/1000
以
上
の
傾
斜
が
多
数
発
生
し
、
１

階
及
び
２
階
共
に
南
側
か
ら
北
側
へ

極
端
な
傾
斜
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
本

件
建
物
は
北
側
に
向
か
っ
て
最
大
41

mm
沈
下
し
て
い
る
こ
と
、
本
件
建
物
の

基
礎
に
上
側
か
ら
下
側
へ
伸
展
し
た

ひ
び
割
れ
が
４
か
所
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
最
大
幅
は
1.3

mm
で
あ
る
こ
と
等

が
判
明
し
た
。 

 
 

 

更
に
、
筆
者
が
平
成
26
年
7
月
14
日
、

本
件
建
物
を
再
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
本

件
建
物
の
北
東
部
分
に
お
い
て
、
平
成

23
年
の
本
件
建
物
調
査
時
と
比
べ
て

最
大
10

mm
沈
下
し
て
お
り
、
本
件
建

物
の
不
同
沈
下
は
最
大
50

mm
に
達
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 
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「
争
点
と
裁
判
所
の
判
断
」 

（
本
件
契
約
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
く

損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
か
） 

争
点
①
（
被
告
が
本
件
建
物
の
基
礎
の

設
計
に
当
た
り
、
地
盤
改
良
工
事
を
行
う

こ
と
な
く
布
基
礎
を
選
定
し
た
こ
と
は
本

件
契
約
の
債
務
不
履
行
に
当
た
る
か
）
に

つ
い
て
。 

・
設
計
契
約
の
内
容
は
、
契
約
当
事
者
間

の
合
意
に
よ
り
定
ま
り
、
契
約
当
事
者

間
に
明
示
の
合
意
が
な
い
場
合
に
お

い
て
も
、
建
築
基
準
法
等
の
法
令
を
遵

守
す
る
こ
と
及
び
設
計
者
と
し
て
通

常
要
求
さ
れ
る
技
術
水
準
に
従
っ
て

設
計
業
務
を
行
う
こ
と
は
黙
示
的
に

合
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
本
件
契
約
に
お
い
て
も
同
様
に
考

え
ら
れ
る
。 

・
建
築
物
の
基
礎
に
つ
い
て
、
建
築
基
準

法
施
行
令
38
条
1
項
は
、
建
築
物
に

作
用
す
る
荷
重
及
び
外
力
を
安
全
に

地
盤
に
伝
え
、
か
つ
、
地
盤
の
沈
下
又

は
変
形
に
対
し
て
構
造
耐
力
上
安
全

な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

規
定
し
て
お
り
、
又
、
日
本
建
築
学
会

は
、
昭
和
63
年
1
月
に
刊
行
し
た
建

築
基
礎
構
造
設
計
指
針
に
お
い
て
、
基

礎
の
設
計
方
針
に
関
す
る
基
本
事
項

と
し
て
、
「
基
礎
は
上
部
構
造
を
安
全

に
支
持
し
、
有
害
な
沈
下
・
傾
斜
な
ど

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
設
計
す
る
。
」

と
し
、
地
盤
の
強
度
が
不
足
し
て
破
壊

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
破
壊

が
生
じ
な
い
ま
で
も
地
盤
が
過
大
な

変
形
を
起
こ
し
、
建
物
に
過
大
な
沈

下
・
傾
斜
な
ど
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
基
礎
の
形
式
を
選
定
し
、
設

計
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。 

・
別
施
工
会
社
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
、

被
告
の
第
2
回
目
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の

結
果
、
Ｋ
社
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
及

び
本
件
意
見
書
に
よ
れ
ば
、
本
件
土
地

の
地
盤
は
、
北
西
側
が
極
め
て
軟
弱
な

盛
土
で
あ
り
、
南
東
側
が
極
め
て
硬
質

な
切
土
と
い
う
典
型
的
な
不
均
一
地

盤
で
あ
る
こ
と
、
北
西
側
の
盛
土
は
転

圧
が
極
め
て
不
良
で
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
件
土
地
の
よ

う
に
切
土
と
盛
土
が
混
在
す
る
地
盤

は
、
安
定
し
た
地
盤
と
不
安
定
な
地
盤

に
ま
た
が
る
こ
と
に
な
り
、
不
同
沈
下

と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
最
も
危
険

度
の
高
い
地
盤
で
あ
る
こ
と
、
日
本
建

築
学
会
が
昭
和
63
年
1
月
に
刊
行
し

た
小
規
模
建
築
物
基
礎
設
計
の
手
引

き
に
お
い
て
も
「
切
土
・
盛
土
を
組
み

合
わ
せ
た
と
き
に
は
建
築
物
が
谷
側

に
傾
く
こ
と
が
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
契
約
が

締
結
さ
れ
た
平
成
13
年
当
時
に
お
い

て
設
計
者
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る

技
術
水
準
に
照
ら
し
て
も
、
被
告
は
、

本
件
建
物
の
基
礎
の
設
計
に
当
た
り
、

本
件
土
地
の
地
盤
改
良
工
事
を
行
っ

た
上
で
布
基
礎
を
選
定
す
べ
き
で
あ

っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。 

・
こ
の
点
、
被
告
は
、
造
成
前
後
の
年
代

に
お
け
る
国
土
地
理
院
の
各
地
図
の

重
ね
合
わ
せ
等
か
ら
、
本
件
土
地
は
平

坦
化
地
に
位
置
し
、
盛
土
に
は
位
置
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
切
土
と
推
測
し

た
こ
と
、
現
地
調
査
の
結
果
、
本
件
土

地
の
工
作
物
に
傾
斜
等
の
変
状
が
発

生
し
て
お
ら
ず
、
本
件
土
地
の
地
盤
に

有
害
な
地
盤
沈
下
等
の
地
盤
変
状
が

生
じ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
こ

と
、
被
告
の
第
１
回
目
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験

の
結
果
、
本
件
土
地
は
い
ず
れ
の
測
点

か
ら
も
ほ
ぼ
均
一
で
硬
質
な
デ
ー
タ

を
得
た
こ
と
か
ら
、
本
件
土
地
は
切
盛

地
盤
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ

り
、
設
計
者
と
し
て
の
善
管
注
意
義
務

を
尽
く
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
契

約
の
債
務
不
履
行
は
認
め
ら
れ
な
い

旨
主
張
す
る
。 

・
し
か
し
、
被
告
は
、
原
告
と
本
件
契
約

を
締
結
す
る
前
の
打
ち
合
わ
せ
に
お

い
て
、
原
告
か
ら
別
施
工
会
社
の
Ｓ
Ｗ

Ｓ
試
験
の
結
果
を
含
む
敷
地
調
査
報

告
書
の
交
付
を
受
け
て
い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
を

真
摯
に
検
討
し
て
い
た
な
ら
ば
、
本
件

土
地
の
地
盤
が
切
土
と
盛
土
が
混
在

す
る
典
型
的
な
不
均
一
地
盤
で
あ
る

こ
と
を
容
易
に
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
建
物
の

基
礎
の
設
計
に
当
た
り
、
別
施
工
会
社

の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
を
全
く
検
討

す
る
こ
と
な
く
本
件
土
地
は
不
均
一

地
盤
で
は
な
い
と
判
断
し
、
地
盤
改
良

工
事
を
行
う
こ
と
な
く
布
基
礎
を
選

定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
の
当
該

行
為
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
38
条

1
項
に
違
反
し
、
又
、
設
計
者
と
し
て

通
常
要
求
さ
れ
る
技
術
水
準
に
照
ら

し
て
も
、
設
計
者
と
し
て
の
善
管
注
意

義
務
に
違
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
本
件
契
約
の
債
務
不
履
行
に
当

た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。 

・
又
、
被
告
は
、
①
本
件
土
地
の
標
高
に

つ
い
て
、
昭
和
40
年
頃
は
約
25
ｍ
な

い
し
30
ｍ
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
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こ
ろ
、
現
在
は
概
ね
21
ｍ
程
度
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
土
地
は
切
土

で
あ
り
、
不
均
一
な
地
盤
で
あ
る
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。
②
基
礎
設
計
指
針
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
貫

入
抵
抗
値
に
よ
る
基
礎
形
式
の
選
定

例
」
は
、
あ
く
ま
で
「
選
定
例
」
に
過

ぎ
ず
、
こ
れ
と
異
な
る
基
礎
を
選
定
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
債
務
不
履

行
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
旨
主
張
す

る
。 

・
し
か
し
、
前
記
①
に
つ
い
て
は
、
昭
和

40
年
の
旧
都
市
計
画
図
と
現
在
の
住

宅
地
図
を
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
で
あ

る
と
こ
ろ
、
当
該
図
面
の
具
体
的
な
作

成
経
過
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
当
該
図

面
に
よ
り
本
件
土
地
の
昭
和
40
年
頃

の
標
高
と
現
在
の
標
高
と
を
正
確
に

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
は
疑

問
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
本

件
土
地
が
切
土
で
あ
る
と
判
断
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。 

・
前
記
②
に
つ
い
て
は
、
本
件
土
地
の
地

盤
は
、
切
土
と
盛
土
が
混
在
す
る
不
同

沈
下
の
危
険
度
が
最
も
高
い
地
盤
で

あ
り
、
平
成
13
年
当
時
に
お
い
て
設
計

者
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る
技
術
水

準
に
照
ら
し
て
も
、
本
件
建
物
の
基
礎

の
設
計
に
当
た
り
、
本
件
土
地
の
地
盤

改
良
工
事
を
行
っ
た
上
で
布
基
礎
を

選
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
も
の
と
解
さ

れ
る
。 

・
さ
ら
に
、
被
告
は
、
本
件
意
見
書
に
つ

い
て
、
③
地
盤
の
硬
軟
だ
け
で
は
盛
土

か
ど
う
か
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
本
件
土
地
の
標
高
は
造
成
前
よ
り

も
造
成
後
の
方
が
低
い
の
で
あ
る
か

ら
、
本
件
土
地
が
盛
土
で
あ
る
と
断
定

す
る
に
は
根
拠
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
、
④
被
告
の
第
2
回
目
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試

験
の
結
果
及
び
Ｋ
社
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験

の
結
果
は
、
い
ず
れ
も
本
件
地
震
後
の

地
盤
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件

地
震
前
の
地
盤
の
状
態
と
異
な
る
可

能
性
が
否
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
前

記
各
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
を
前
提
と

し
て
、
本
件
建
物
の
基
礎
選
定
の
是
非

を
議
論
す
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
⑤

基
礎
設
計
指
針
の
「
基
礎
形
式
選
定
フ

ロ
ー
」
に
従
え
ば
、
許
容
支
持
力
と
不

同
沈
下
に
問
題
が
な
け
れ
ば
直
接
基

礎
の
採
用
が
可
能
と
な
る
と
こ
ろ
、
本

件
土
地
の
地
盤
の
許
容
支
持
力
に
問

題
は
認
め
ら
れ
ず
、
又
、
一
般
に
収
縮

沈
下
は
数
年
で
ほ
ぼ
終
息
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
同
沈
下
に

も
特
段
の
問
題
は
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
、
⑥
建
築
基
準
法
施
行
令
38
条
1

項
や
建
築
基
礎
構
造
設
計
指
針
の
「
基

礎
は
上
部
構
造
を
安
全
に
支
持
し
、
有

害
な
沈
下
・
傾
斜
な
ど
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
設
計
す
る
。
」
と
の
記
載
は
、

抽
象
的
な
内
容
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
か

ら
、
有
意
な
具
体
的
内
容
の
行
動
規
範

を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

を
理
由
に
、
本
件
建
物
の
不
同
沈
下
の

原
因
を
正
確
か
つ
慎
重
に
検
討
し
た

も
の
と
は
い
え
な
い
旨
主
張
す
る
。 

・
し
か
し
、
前
記
③
に
つ
い
て
、
本
件
意

見
書
は
、
本
件
土
地
が
丘
陵
地
の
中
腹

を
造
成
し
た
平
坦
化
地
で
あ
る
こ
と

を
前
提
に
し
て
、
別
施
工
会
社
の
Ｓ
Ｗ

Ｓ
試
験
の
結
果
、
被
告
の
第
2
回
目
の

Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
及
び
Ｋ
社
の
Ｓ

Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
を
総
合
的
に
検
討

し
、
北
西
側
が
盛
土
、
南
東
側
が
切
土

で
あ
る
典
型
的
な
不
均
一
地
盤
で
あ

る
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
判

断
過
程
に
何
ら
不
合
理
な
点
は
認
め

ら
れ
な
い
。
又
、
前
記
の
と
お
り
、
本

件
土
地
の
昭
和
40
年
頃
の
標
高
と
現

在
の
標
高
と
を
正
確
に
比
較
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
は
疑
問
で
あ
り
、
こ

れ
を
も
っ
て
直
ち
に
本
件
土
地
が
切

土
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。 

・
前
記
④
に
つ
い
て
、
被
告
は
単
に
可
能

性
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
り
、
本
件
地

震
に
よ
り
本
件
土
地
の
地
盤
が
変
状

し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
的
確
な
証
拠

は
な
い
。 

・
前
記
⑤
に
つ
い
て
、
自
沈
層
の
な
い
健

全
な
地
盤
で
は
、
収
縮
沈
下
は
一
般
的

に
数
年
で
終
息
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
北
西
側
が
極
め
て
軟
弱
な
盛

土
、
南
東
側
が
極
め
て
硬
質
な
切
土
と

い
う
典
型
的
な
不
均
一
地
盤
で
あ
り
、

北
西
側
の
盛
土
の
転
圧
が
極
め
て
不

良
で
あ
る
本
件
土
地
の
地
盤
に
つ
い

て
は
、
前
記
の
収
縮
沈
下
に
関
す
る
一

般
論
は
当
て
は
ま
ら
ず
、
不
同
沈
下
に

問
題
が
な
い
な
ど
と
は
い
え
な
い
。 

・
前
記
⑥
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
施
行

令
38
条
1
項
を
遵
守
す
る
こ
と
は
黙

示
的
に
本
件
契
約
の
内
容
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
建
築
基

礎
構
造
設
計
指
針
は
設
計
者
と
し
て

通
常
要
求
さ
れ
る
技
術
水
準
の
適
合

性
を
判
断
す
る
上
で
一
つ
の
基
準
と

な
る
も
の
で
あ
る
。 

・
以
上
の
通
り
、
被
告
の
前
記
主
張
は
い

ず
れ
も
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 



（5） 2017 年（平成 29 年）9 月 29 日   NPO 法人建築Ｇメンの会 会報「楔」第 173号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

争
点
②
（
被
告
の
債
務
不
履
行
と
本
件 

建
物
の
不
同
沈
下
と
の
間
に
因
果
関
係
が

認
め
ら
れ
る
か
）
に
つ
い
て
。 

・
本
件
建
物
と
テ
ラ
ス
が
遊
離
し
て
い
る

こ
と
、
本
件
土
地
の
北
西
側
の
桝
は
、

南
東
側
の
桝
に
比
べ
て
抜
け
上
が
り

量
が
大
き
い
こ
と
、
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ひ
び
割
れ
は
、
全
て
上
側
か
ら
下

側
へ
伸
展
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
告

が
本
件
建
物
の
基
礎
の
設
計
に
当
た

り
、
本
件
土
地
の
地
盤
改
良
工
事
を
行

う
こ
と
な
く
布
基
礎
を
選
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
本
件
土
地
の
北
西
側
に
お

い
て
局
所
的
な
地
盤
沈
下
が
発
生
し
、

本
件
建
物
の
布
基
礎
が
こ
の
地
盤
沈

下
に
耐
え
ら
れ
ず
に
変
形
し
て
、
当
該

基
礎
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
、
基
礎
と

し
て
の
耐
力
を
喪
失
し
た
結
果
、
本
件

建
物
に
つ
い
て
、
変
形
角
タ
イ
プ
の
不

同
沈
下
が
発
生
し
た
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。 

・
こ
の
点
に
つ
い
て
、
被
告
は
、
①
本
件

建
物
に
は
、
不
同
沈
下
に
よ
り
基
礎
や

上
部
構
造
体
が
変
形
し
た
こ
と
に
伴

っ
て
生
じ
た
Ｖ
字
型
の
ク
ロ
ス
の
亀

裂
が
生
じ
て
い
る
が
、
本
件
地
震
以
前

に
は
目
立
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
こ

と
、
②
原
告
ら
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
本

件
建
物
の
不
同
沈
下
は
、
平
成
23
年

7
月
16
日
か
ら
平
成
26
年
7
月
14

日
ま
で
の
間
に
も
進
行
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
収
縮
沈
下
は
一
般
に
数

年
で
ほ
ぼ
終
息
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
、
本
件
建
物
が
建
築
さ
れ
て

か
ら
約
13
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と

に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
建
物
の
不
同
沈
下

が
盛
土
の
収
縮
沈
下
に
よ
る
も
の
と

は
考
え
難
い
こ
と
、
③
本
件
建
物
の
隣

地
の
地
上
構
造
物
に
も
不
同
沈
下
が

生
じ
て
い
る
こ
と
、
本
件
地
震
に
よ
っ

て
生
じ
た
地
震
動
は
新
耐
震
基
準
で

想
定
さ
れ
る
中
地
震
動
を
は
る
か
に

超
え
る
強
さ
で
あ
り
、
継
続
時
間
も
極

め
て
長
く
、
余
震
も
多
く
て
強
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
建
物
の
不

同
沈
下
の
原
因
は
本
件
地
震
で
あ
る

旨
主
張
す
る
。 

・
し
か
し
、
前
記
①
に
つ
い
て
は
、
本
件

地
震
が
発
生
す
る
前
か
ら
、
本
件
建
物

の
北
西
側
で
あ
る
２
階
寝
室
か
ら
納

戸
に
つ
な
が
る
ク
ロ
ス
、
キ
ッ
チ
ン
の

壁
ク
ロ
ス
及
び
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
ク
ロ

ス
に
ひ
び
割
れ
や
亀
裂
が
発
生
し
て

い
る
。 

・
前
記
②
に
つ
い
て
、
本
件
土
地
の
地
盤

は
、
盛
土
と
切
土
が
混
在
す
る
典
型
的

な
不
均
一
地
盤
で
あ
り
、
北
西
側
の
盛

土
の
転
圧
は
極
め
て
不
良
で
あ
る
か

ら
、
収
縮
沈
下
に
関
す
る
一
般
論
は
本

件
土
地
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。 

・
前
記
③
に
つ
い
て
、
本
件
土
地
の
地
盤

は
、
切
土
と
盛
土
が
混
在
し
、
不
同
沈

下
と
い
う
観
点
に
お
い
て
最
も
危
険

度
の
高
い
地
盤
で
あ
る
こ
と
、
本
件
地

震
の
発
生
前
か
ら
本
件
建
物
の
北
西

側
の
ク
ロ
ス
に
ひ
び
割
れ
や
亀
裂
が

生
じ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
本
件

建
物
の
不
同
沈
下
は
、
本
件
地
震
の
発

生
前
か
ら
生
じ
て
い
た
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。
他
方
、
本
件
建
物
及
び
本
件

建
物
の
隣
地
の
地
上
構
造
物
の
不
同

沈
下
が
本
件
地
震
に
起
因
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
的
確
な
証

拠
は
な
い
。 

・
又
、
被
告
は
、
④
本
件
意
見
書
で
は
、

本
件
地
震
に
よ
る
ゆ
す
り
込
み
沈
下

が
生
じ
た
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
⑤
軽
量
物
で
あ
る
本
件
建

物
の
テ
ラ
ス
に
も
不
同
沈
下
が
生
じ

て
い
る
と
こ
ろ
、
盛
土
の
収
縮
沈
下
は

一
般
に
数
年
で
終
息
す
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
テ
ラ
ス
の
不
同
沈
下
が
盛
土

に
起
因
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
か
ら
、
本
件
建
物
の
不
同
沈
下

は
、
本
件
地
震
に
よ
り
地
盤
に
ゆ
す
り

込
み
沈
下
等
の
何
ら
か
の
変
状
が
生

じ
、
地
盤
の
変
形
に
テ
ラ
ス
が
追
従
し

た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
考
え

る
ほ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
建
物
の

不
同
沈
下
の
原
因
を
正
確
か
つ
慎
重

に
検
討
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
旨

主
張
す
る
。 

・
し
か
し
、
前
記
④
に
つ
い
て
、
被
告
は

ゆ
す
り
込
み
沈
下
に
よ
る
地
盤
変
状

の
可
能
性
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
り
、

本
件
土
地
に
つ
い
て
被
告
の
主
張
に

係
る
地
盤
変
状
が
生
じ
た
こ
と
を
裏

付
け
る
的
確
な
証
拠
は
な
い
。 

・
前
記
⑤
に
つ
い
て
も
、
盛
土
と
切
土
が

混
在
す
る
典
型
的
な
不
均
一
地
盤
で

あ
り
、
北
西
側
の
盛
土
の
転
圧
が
極
め

て
不
良
で
あ
る
本
件
土
地
の
地
盤
に

つ
い
て
は
、
収
縮
沈
下
に
関
す
る
一
般

論
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。 

・
以
上
の
と
お
り
、
被
告
の
前
記
主
張
は

い
ず
れ
も
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
従
っ
て
、
被
告
の
債
務
不
履
行
と

本
件
建
物
の
不
同
沈
下
と
の
間
に
因

果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。 

・
よ
っ
て
、
原
告
Ａ
の
被
告
に
対
す
る
本

件
契
約
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損

害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
る
。 
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※
収
縮
沈
下
：
地
盤
中
の
空
隙
（
空
気
）

が
な
く
な
り
、
そ
の
分
地
盤
の
体
積
が

減
少
す
る
現
象
。 

※
ゆ
す
り
込
み
沈
下
：
地
震
に
よ
っ
て
発

生
す
る
収
縮
沈
下
。 

 

争
点
③
（
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠 

償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
か
「
被
告
が
本
件

建
物
の
基
礎
の
設
計
に
当
た
り
、
地
盤
改

良
工
事
を
行
う
こ
と
な
く
布
基
礎
を
選
定

し
た
こ
と
は
建
物
の
基
本
的
安
全
性
を
損

な
う
瑕
疵
に
当
た
る
か
」
）
に
つ
い
て
。 

・
一
般
に
、
建
物
の
建
築
に
携
わ
る
設
計 

 

者
、
施
工
者
及
び
工
事
監
理
者
（
以
下
、

併
せ
て
「
設
計
・
施
工
者
等
」
と
い
う
。
）

は
、
建
物
の
建
築
に
当
た
り
、
居
住
者

ほ
か
の
建
物
利
用
者
や
隣
人
、
通
行
人

等
（
以
下
、
併
せ
て
「
居
住
者
等
」
と

い
う
。
）
に
対
す
る
関
係
で
は
、
当
該

建
物
に
建
物
と
し
て
の
基
本
的
な
安

全
性
が
欠
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

配
慮
す
べ
き
注
意
義
務
を
負
う
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
設
計
・
施
工

者
等
が
こ
の
義
務
を
怠
っ
た
た
め
に

建
築
さ
れ
た
建
物
に
建
物
と
し
て
の

基
本
的
な
安
全
性
を
損
な
う
瑕
疵
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
居
住
者
等
の
生

命
、
身
体
又
は
財
産
が
侵
害
さ
れ
た
場

合
に
は
、
設
計
・
施
工
者
等
は
、
不
法

行
為
の
成
立
を
主
張
す
る
者
が
上
記

瑕
疵
の
存
在
を
知
り
な
が
ら
こ
れ
を

前
提
と
し
て
当
該
建
物
を
買
い
受
け

て
い
た
な
ど
特
段
の
事
情
が
な
い
限

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ

い
て
不
法
行
為
に
よ
る
賠
償
責
任
を

負
う
。 

・
被
告
は
、
原
告
か
ら
別
施
工
会
社
の
Ｓ

Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果
を
含
む
敷
地
調
査

報
告
書
の
交
付
を
受
け
て
い
た
の
で

あ
る
か
ら
、
別
施
工
会
社
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試

験
の
結
果
を
真
摯
に
検
討
し
て
い
た

な
ら
ば
、
本
件
土
地
の
地
盤
が
切
土
と

盛
土
が
混
在
す
る
典
型
的
な
不
均
一

地
盤
で
あ
る
こ
と
を
容
易
に
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
件
建
物
の
基
礎
の
設
計
に
当
た
り
、

別
施
工
会
社
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
の
結
果

を
全
く
検
討
す
る
こ
と
な
く
本
件
土

地
は
不
均
一
地
盤
で
は
な
い
と
判
断

し
、
地
盤
改
良
工
事
を
行
う
こ
と
な
く

布
基
礎
を
選
定
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
本
件
建
物
の
不
同
沈
下
が
発

生
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

・
従
っ
て
、
被
告
の
当
該
行
為
は
建
物
の

基
本
的
安
全
性
を
損
な
う
瑕
疵
に
当

た
り
、
原
告
Ｂ
の
被
告
に
対
す
る
不
法

行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
は
認

め
ら
れ
る
。 

・
な
お
、
原
告
Ａ
の
被
告
に
対
す
る
不
法

行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
は
、
選

択
的
請
求
で
あ
り
、
原
告
Ａ
に
つ
い
て

は
本
件
契
約
の
債
務
不
履
行
に
基
づ

く
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償

請
求
の
認
容
額
が
本
件
契
約
の
債
務

不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
の

認
容
額
を
超
え
る
も
の
と
は
認
め
ら

れ
な
い
。 

 

争
点
④
（
損
害
の
範
囲
及
び
そ
の
額
） 

に
つ
い
て
。 

・
以
上
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
被
告
に
は
、

原
告
Ａ
に
対
す
る
本
件
契
約
の
債
務

不
履
行
及
び
原
告
Ｂ
に
対
す
る
不
法

行
為
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
前
記
債
務

不
履
行
及
び
不
法
行
為
と
相
当
因
果

関
係
を
有
す
る
損
害
を
賠
償
す
る
義

務
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
原
告
ら
に
生
じ

た
具
体
的
な
損
害
の
範
囲
及
び
そ
の

数
額
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

・
本
件
建
物
の
傾
斜
の
補
修
方
法
と
し
て

は
、
耐
圧
版
を
併
用
し
た
ア
ン
ダ
ー
ピ

ニ
ン
グ
工
法
が
相
当
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
被
告
は
、
本
件
建
物
の
傾

斜
の
補
修
方
法
と
し
て
、
薬
液
注
入
及

び
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
工
法
で
足
り
る

旨
主
張
す
る
。
し
か
し
、
地
中
に
薬
液

を
注
入
し
た
場
合
、
薬
液
が
の
り
面
方

向
に
流
れ
、
の
り
面
を
変
状
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
告
の
前
記

主
張
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

・
従
っ
て
、
（
中
略
）
本
件
建
物
の
補
修

費
用
及
び
調
査
費
用
、
弁
護
士
費
用
等

の
損
害
額
の
合
計
と
遅
延
損
害
金
の

支
払
い
を
求
め
る
限
度
で
理
由
が
あ

る
。 

（沈下傾斜の修復工法） 
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判
決
の
主
文
は
以
下
の
通
り
（
中
略
） 

１ 

被
告
は
、
原
告
Ａ
に
対
し
、
1459
万
余 

円
及
び
う
ち
1402
万
余
円
に
対
す
る

平
成
24
年
8
月
3
日
か
ら
、
う
ち

56
万
余
円
に
対
す
る
平
成
28
年
9

月
6
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
支
払
い
済

み
ま
で
年
5
分
の
割
合
に
よ
る
金

員
を
支
払
え
。 

２ 

被
告
は
、
原
告
Ｂ
に
対
し
、
291
万
余 

円
及
び
う
ち
280
万
余
円
に
対
す
る

平
成
24
年
8
月
3
日
か
ら
、
11
万

余
円
に
対
す
る
平
成
28
年
9
月
6

日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
支
払
い
済
み
ま

で
年
5
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損

害
金
を
支
払
え
。 

３ 

原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
を
い
ず

れ
も
棄
却
す
る
。 

４ 

訴
訟
費
用
は
、
原
告
Ａ
と
被
告
と
の

間
に
お
い
て
は
、
原
告
Ａ
に
生
じ
た

費
用
の
9/10
を
被
告
の
負
担
と
し
、
そ

の
余
は
各
自
の
負
担
と
し
、
原
告
Ｂ

と
被
告
と
の
間
に
お
い
て
は
、
原
告

Ｂ
に
生
じ
た
費
用
の
9/25
を
被
告
の

負
担
と
し
、
そ
の
余
は
各
自
の
負
担

と
す
る
。 

５ 

こ
の
判
決
は
、
１
項
及
び
２
項
に
限

り
、
仮
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、
Ｓ
ハ
ウ
ス 

メ
ー
カ
ー
は
控
訴
し
、
現
在
、
東
京
高
等 

裁
判
所
に
て
係
争
中
で
あ
る
。 

 

本
件
の
よ
う
な
東
日
本
大
震
災
を
巡

る
建
築
訴
訟
で
、
建
築
主
側
が
勝
訴
し
た

判
決
は
少
な
く
、
建
物
の
瑕
疵
（
欠
陥
）

等
に
よ
り
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
例
に

対
し
て
、
地
震
が
原
因
と
判
断
さ
れ
る
ケ

ー
ス
、
あ
る
い
は
、
証
拠
不
充
分
と
さ
れ

立
証
で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
数
多
く
存
在

し
て
い
る
中
で
、
そ
の
主
張
が
認
め
ら
れ

た
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。 

 
そ
し
て
、
本
判
決
に
お
け
る
注
視
す
べ

き
点
は
、
建
物
と
し
て
の
基
本
的
な
安
全

性
が
欠
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮

す
べ
き
注
意
義
務
を
怠
っ
た
と
し
て
、
不

法
行
為
に
よ
る
賠
償
責
任
を
認
め
た
点

に
あ
り
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
     

 

□
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

東
京
グ
ル
ー
プ
建
築
無
料
相
談
会
の
案
内 

▽
日
時 

２
０
１
７
年
10
月
21
日
（
土
） 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

▽
会
場 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
１
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線
大
井
町
駅 

▽
入
場
料 

無
料
（
要
予
約
） 

▽
主
催
・
問
合
せ
先 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

 
 
 
 

東
京
グ
ル
ー
プ
（
原
田
ま
で
） 

℡
０
３
・
５
４
９
６
・
９
８
４
１ 

 

□
2017
年
度
第
３
回
研
修
会
の
予
告 

次
回
研
修
会
は
、
11
月
18
日
（
土
）
、

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館
（
き
ゅ
り
あ

ん
）
に
て
開
催
し
ま
す
。 

  

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

 

会
報
「
楔
」
は
、
会
員
と
一
般
消
費
者

そ
し
て
行
政
機
関
と
の
橋
渡
し
と
な
る

よ
う
、
輪
番
体
制
に
よ
る
会
報
担
当
メ
ン

バ
ー
が
、
毎
月
編
集
を
工
夫
し
発
行
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
よ
り
一
層
充

実
し
た
内
容
の
会
報
発
行
を
め
ざ
し
、
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛

読
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 こ

れ
ま
で
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
に
よ

り
、
数
多
く
の
原
稿
を
お
寄
せ
頂
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
、
情
報
や
意
見
発
信
の

場
と
し
て
、
原
稿
を
お
寄
せ
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
Ｈ
・
Ｋ
） 

 

 

 

□
実
例
欠
陥
建
築
集
・
木
造
編 

次
ペ
ー
ジ
に
、
当
会
の
１０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
作
成
し
た
「
実
例
欠
陥
建
築

集
・
木
造
編
」
の
一
部
を
、
掲
載
い
た
し

ま
す
。
今
後
も
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す

（
紙
面
の
都
合
に
よ
る
不
定
期
掲
載
）
。 

 

会の活動にご協力ください！ 

 

●会員の種類      ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000 円 

消費者正会員 ----- 12,000 円 

一 般 会 員  -----  6,000 円 

団体一般会員 ----- 48,000 円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 



（8） 2017 年（平成 29 年）9 月 29 日   NPO 法人建築Ｇメンの会 会報「楔」第 173号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

  


